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序

本書は、宮崎市大字跡江宮ノ馬場における防災まちづくり事業 (防火水槽新

設工事)に伴い、宮崎市教育委員会が平成16年 5月 から平成16年 6月 まで発掘

調査を実施した、大屋敷遺跡の発掘調査報告書です。

大屋敷遺跡は、北東に大淀川が流れ、南西に跡江台地を臨む平地に立地し、

跡江神社に隣接した、住宅地に囲まれた遺跡です。

本遺跡周辺の平地および跡江台地には、縄文時代から中世までの多数の遺跡

が存在しており、古来より、人々にとって住みよい土地であったことがうかが

えます。

そのなかでも生目古墳群は市制70周年記念事業の一環として、平成 5年から

朱存整備事業に着手し、今年度、史跡公園として供用を開始するに至 りまし

た。この公園を中心として、多くの方に歴史ロマンを実感していただくととも

に、この報告書によって本遺跡の重要性を再認識され、本遺跡と生目古墳群と

の関連について理解を深めていただくことの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査にあたりご協力いただいた関係機関の皆様、

発掘調査に従事された作業員の皆様に心より感謝申し上げます。

平成21年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 田 原 健 二



例   言

1.本書は防災まちづ くり事業 (防火水槽新設工事)に伴う、宮崎県宮崎市大字跡江宮ノ馬場に

所在する大屋敷遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は宮崎市教育委員会が実施した。現地調査は平成16年 5月 6日 ～平成16年 6月 30日

の期間実施 した。また整理作業は平成16年 9月 21日 ～平成16年 10月 21日 の期間実施した。

3.調査組織 (平成16年度)

調査主体  宮崎市教育委員会

文化振興課  課   長 小掠 聖

調 査 総 括  文化財係長 米良 明信

調 査 事 務  主   事 松木 勇道

調 査 担 当  主 任 技 師 宇田ナキ1美和

嘱   託 井上 誠二

補 助 員  嘱   託 永友加奈子 (整理担当)

ク   稲元久美子 ( ク )
ク   徳丸 理奈 ( ク )

現場作業員  

4.掲載した図面のうち、現場における実測は井上が現場作業員の協力を得て行った。遺物の実

測は永友・稲元・徳丸が行った。

5。 現場および遺物の写真撮影は井上が行った。

6。 本書で使用する遺構略号は以下のとお りである。

SA:竪穴住居   SC:土 坑   SE:溝 状遺構   SH:ピ ット

7.本書の実測図で   は焼上である。

8,本書の図で使用する座標は日本測地系であり、方位記号はすべて真北を指す。

9,本書の執筆、編集は井上が行った。

10.出土遺物および掲載図面・写真等は宮崎市教育委員会で保管している。資料の閲覧・利用等

に関しては、事前に宮崎市教育委員会までお問い合わせいただきたい。
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第 I章 はじめに

第 1節 調査に至る経緯

平成15年 4月 23日 、宮崎市消防局警防課より、防災まちづくり事業 (防火水槽新設工事)に伴い、宮崎

市大字跡江宮ノ馬場812番地 (跡江ネ申社西側)における埋蔵文化財の所在の有無の照会が宮崎市教育委員

会文化振興課 (現、宮崎市教育委員会文化財課)に提出された。これを受けて文化振興課では、当該地区

が、周知の埋蔵文化財包蔵地「大屋敷遺跡」であることから、埋蔵文化財の有無を確認する確認調査が必

要であると回答し、平成15年 6月 5日 に確認調査を行った。

確認調査の結果、対象地区内で土師器片が出土し、竪穴住居址や柱穴が検出されたため、開発に先立

ち、埋蔵文化財の発掘調査が必要である旨を伝えた。

その後、文化振興課と消防局警防課との間で協議を重ね、本調査を実施した。調査期間は平成16年 5月

6日 から平成16年 6月 30日 までである。

第 2節 遺跡の立地 と環境

大屋敷遺跡は宮崎市西部、大淀川と大淀川右岸に位置する跡江丘陵との間の標高約10mの微高地に所在

する。本遺跡は平成元年度に宮崎市教育委員会が実施したリゾート地域を中心とした市内全域の遺跡詳細

分布調査報告の中で、「大屋敷遺跡」として報告されており、周知の遺跡となっていた。

本遺跡の周辺には跡江丘陵上の生目古墳群をはじめ、各時代の遺跡が多数所在している。縄文時代で

は、跡江丘陵南東端部に跡江貝塚が所在し、縄文時代早期の押型文土器・塞ノ神式上器など多種にわたる

土器が出土している。また本遺跡から北東へ約600mの 大淀川をはさんだ対岸に同じく縄文時代早期の相

田貝塚が所在する。弥生時代では、跡江丘陵上の南東部に弥生時代中期の環濠集落が確認された石ノ迫第

2遺跡が所在し、弥生時代中期の集落のほか、土坑墓群、古墳時代の地下式横穴墓、円墳の周溝 6基 (生

目古墳群指定墳45～ 50号)が確認されている。

古墳時代に入ると、跡江丘陵上とその周辺において生目古墳群が造られる。生目古墳群は前方後円墳8

基、円墳43基からなる古墳時代前期を中心とする古墳群である。宮崎市制70周年記念事業の一環として、

平成10年度より史跡整備に伴う発掘調査が行われており、平成20年 4月 1日 に史跡公園として開園した。

現在も史跡整備事業が進行中である。跡江丘陵から南東約600mの位置には間越遺跡が所在しており、弥

生時代後期後葉、古墳時代中期～後期の集落が確認され、古墳時代の竪穴住居30軒余りを始めとして掘立

柱建物、土坑、溝状遺構、地下式横穴墓が検出されている。

古墳時代以降の遺跡では、本遺跡から南西に1500m、 現在、生目の壮スポーツ公園が立地する場所に深

田遺跡が所在する。深田遺跡は、古代の掘立柱建物、土坑、溝状遺構、井戸や近世の掘立柱建物、柵列、

土坑などが検出された集落遺跡である。また中世に入ると、跡江丘陵上南東部に跡江城が築かれる。

さらに、本遺跡と跡江台地にかけての平地には江戸時代における庚申塔 。供養塔が点在していることか

ら、本遺跡周辺は古来より連綿と人々にとって住みよい土地であったことがうかがえる。

-1-



予ヾツ

い́」ｌ‐
４
ｒ
一ド

」
機・導
爛
郵

一
一ヽ卜　・イた市　　一

１

２

３

４

５

γl

Iデ

ユ

i■ 、ヽ

卜/rf

鵬 々'41く

基

ぎ
輩発ぽ
ぐI翠

大屋敷遺跡

笠置遺跡

柏田貝塚

堂原遺跡

生目古墳群

6 石ノ迫遺跡

7 石ノ迫第 2遺跡

8 跡江城

9 跡江貝塚

10 井尻遺跡

11 深田遺跡

12 八反田遺跡

13 沖ノ田遺跡

14 雀田遺跡

15 間越遺跡

16 平岩墓地遺跡

17 平岩遺跡

18 石塚城跡

第 1図 周辺遺跡位置図 (S=1/20,000)
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※if■ 周知の埋蔵文化財包蔵地「大屋敷遺跡」範域

第2図 調査区周辺図 (S=1/4,000)
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第 3図 調査区全体図 (S=1/50)
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第Ⅱ章 調査成果

第 1節 調査成果の概略

調査区全体で、竪穴住居 3軒、土坑 7基、ピット33基、溝状遺構 1条及びこれらに伴う遺物を検出し

た。調査区南側は一部で現代のゴミ穴が点在 し、地山直上付近まで深 く削平を受けているが、面的に削平

を受けているところはなく、比較的良好な状態で層序を確認することができた。

基本層序は I層表上、Ⅱ層暗褐砂、Ⅲ層に黒褐色の高原スコリアを多 く含むスコリア層が堆積 し、Ⅳ層

に褐色土、V層 に黒褐色土が堆積する。Ⅵ層に褐色のローム層があり、本調査区での地山となる。遺構埋

土はⅣ、V層 となるものの、重機による表土剥ぎの段階でⅣ層のほとんどを除去 してしまい、結果、遺構

検出は地山上面での検出となった。

第 2節 遺構について

a.竪穴住居

l号竪穴住居 (SAl)(第 4図 )

調査区南東端で一部を検出した竪穴住居である。一部検出であるため、規模等不明であるが、床面まで

の深さは約30cmを 測る。床面には貼床を施し、床面立ち上がり付近に幅約15cm、 深さ約5cm程度の壁帯

溝が巡っている。遺物は土師器片が数点出土しているものの小片のため、時期は不明である。

0          1m
l      J

I層 :表土

Ⅱ層 :暗褐色土。しまりあり。砂質土。α5～ lcm程度の小礫を含む。

Ш層 :黒褐色上。しまりあり。砂質上。高原スコリアを多く含む。

Ⅳ居 :褐色土。固くしまる。05～ lcm程度の小礫を多く含む。 1～ 5cm程度の黄色プロックを含む。

V層 :SAl埋土。黒褐色上。しまりあり。 1～ 2cm程度の責色プロックを含む。

Ⅵ居 :SAl埋土。暗褐色土。まだらに黒色土を含む。

WItt i S A l理 土。黒色土。しまりあり。粘質土。 5～ 10cm程 度の白色プロックを含む。住居内姑床。

第 4図 1号竪穴住居実測図 (S=1/40)
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2号竪穴住居 (SA2)(第 5図 )

調査区南西端で一部を検出した竪穴住居である。西側は南北に走る溝状遺構に切られており、北側はS

Cl(土坑)に切られた状態で検出した。全面検出ができていないため、プランは不明確ではあるが、現

状から推測するに短軸約3.4m、 長軸約3.8m以上の隅九の長方形プランと考えられる。また住居内には土坑

が3基検出され、3基 とも住居床面から掘り込まれている検出状況から住居に伴う土坑と考えられる。その

うち1。 2号土坑からは焼土が検出されている。

1号土坑 (SCl)(第 5。 6図)住居内南東隅に位置し、床面から堀り込まれている土坑である。プ

ランは0.9m× 0,7mの不整形な楕円で住居床面検出時から広く焼土を伴う埋土であった。深さは0.2mで あ

る。土坑内からは完形の高郭が逆さまに立ち、焼土をまとう形で出上している。

2号土坑 (SC2)(第 5・ 6図)住居内南東隅、SClの西隣に位置し、SClと 同じく埋土中に焼

土を伴う土坑である。調査区に切られ、一部検出のため、プランは不明であるが、深さは0.lmである。

3号土坑 (SC3)(第 5図)住居内東側、SC2の北側に位置する住居内土坑である。プランは1.5m

×0,9mの精円形で深さ15cmである。先の2基 とは異なり、埋土中に焼土を含まない。

I層 :黒褐色土。砂質土。

H層 :SA2理上。暗褐色上。固くしまる。やや粘性あり。上器片を若干含む。

Ⅲ層 :SA2埋上。褐色土。固くしまる。やや粘性あり。上器片 炭イヒ物を合む。

V層 :SA2理上。明褐色土。地山 (明褐色ローム■)と Ⅱ層が混じる。住居壁の崩落流入土。

V層 :SC3理土。黒褐色土。固くしまる。粘性あり。 lcn程度の地山プロックを含む。

第 5図 2号竪穴住居実測図 (S=1/50)

2m
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0                       1m

第 6図 1・ 2号土坑実測図 (S=1/20)

4

5

第 7図 2号竪穴住居出土遺物 (S=1/3)
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9

第 8図 1・ 2・ 3号土坑出土遺物 (S=1/3)

【遺物】

1～ 6は 2号竪穴住居内で出上した遺物である。 1は 5世紀中葉～後葉の大型壺である。口縁部がわず

かに外反し、底部は九底に近い尖底である。内外面とも全体的にナデであるが、外面胴部下半は比較的丁

寧に施している。底部付近には煤が付着する。内面には指オサエのあとが多数残り、粘上の継ぎ目が明瞭

に残る。 2～ 4は 5世紀中葉～末の高郭である。 2は外部であり、外面は横方向にナデを施される。内面

は摩滅が激しく、調整等判然としない。 3は脚部であり、内外面とも横方向にナデを施し、内面には指オ

サエも見られる。 4は脚部である。外面は横方向に丁寧なナデと、一部ミガキを施す。 5は奏の底部であ

る。外面に押圧刻みを施し、本遺構出土の遺物の中ではやや古い様相を呈す。 6は大型壷の底部である。

器壁が薄く、九底である。内外面とも摩減が激しく、調整等判然としない。底部のみの出土であるため細

かな時期の比定はできない。 7～ 11は 2号竪穴住居内土坑から出土した遺物である。 7～ 9は 1号土坑で

出上した高郭である。 7は完形であり、内外面ともナデを施す。 5世紀中葉に比定される。 8は邦部であ

る。内面にわずかに指オサエのあとが見られるのみで、内外面とも摩滅が激しく、調整等判然としない。

9は脚部である。本遺構の他の高郭と比べ、脚柱部との境の稜線が明瞭に残る。 5世紀前葉～中葉に比定

される。10は 2号土坑から出土した5世紀後葉～6世紀前葉の中型長胴奏である。外面は胴部張り出し部

に煤が付着しており、調整は全体的にナデが施され、一部ハケが見られる。11は 3号土坑から出土した中

型壷である。外面はハケ後ナデ、内面はナデを施す。後述する7号土坑出土遺物と接合関係にある。

０

ｎ

ｌｌ

ｌｌ

駄

ヽ

岬‖聯″
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3号竪穴住居 (SA3)(第 9図 )

調査区北側ほぼ全面で一部を検出した竪穴住居である。他の住居同様、全面を検出できていないため、

プランは不明であるが、一辺が約5.6mの 隅九方形プランと推測できる。床面は、ほぼ中央部で西側から東

側にかけて掘 り込まれてお り、その分、東側には貼床が施されている。床面からはピットが幾つか検出さ

れているが、深さが一致しないことと住居跡の全体プランが不明なことから、柱配列は判然としない。住

居西側、調査区北西隅において住居内竃が一部分検出されている。また、西側床面からは住居内土坑1基

が検出された。

竃 (第 9図)住居跡西側に付設されており、焚口は東に向く。一部検出なので詳細は不明であるが、奥

行き約38cm、 左袖の残存高約17cmを 測る。遺構検出時は広 く焼土に覆われていた。

4号土坑 (SC4)(第 9。 10図)竃の東隣に位置する土坑である。土坑は一部検出であるが、一辺約

1.3mの不整形な円形を呈し、土坑埋土中に広い範囲で焼土が確認できた。検出の状況から3号竪穴住居に

伴う土坑と考えられる。

I届 :表上。瓦 礫を多く含む。容土。

Π層 :暗褐色土。しまりあり。砂質土。05～ lcm程度の小礫を含む。

Ⅲ層 :黒 褐色土。しまりあり。砂質土。高原スコリアを多く含む。

V層 :SA3埋土。褐色土。固くしまる。砂質土。05～ lcm程度の小礫を多く含む。

V居 :SA3埋土。黒褐色土。しまりあり。05～ lcm程度の小礫を少長含む。

Ⅵ層 iSA3埋土。黒褐色土。しまりあり。地山 (明 Igl色 ローム土)と V層 が混じる。住居壁の崩落流入土。

II層 :SA3理上。黒褐色土。しまりあり。 1～ 3cm程度の灰褐色粘土ブロック (籠構築粘土)を 含む。

Vm層 :SA3埋土。焼土

Ⅸllli S A 3理 上。黒褐色土。しまりあり。粘質土。

XttI SA3理 土。暗褐色土。やや粘性あり。黒色土をまだらに含む。

�層 iSA3理土。灰褐色土。しまりあり。マンガンを多く含む。住居内貼床。

2m

第 9図 3号竪穴住居実測図 (S=1/60)及び寵実測図 (S=1/30)

菱電

(イ Ⅲ 斗    C)

＼＼ざ《ミミ(ミ§ぶ＼＼＼＼＼＼ヽ＼`

鮭構築土。灰掲色土。 しまりあ り。粘上。

亀IP■ 築土。禍色土。固くしまる。
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第 10図 4号土坑実測図 (S=1/20)

く巧ラノ17

第 11図 3 号竪穴住居出土遺物 (S=1/3)
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【遺物】

12～ 15は 3号竪穴住居から出土した遺物である。12は甕である。内外面とも調整はナデによるものと思

われる①13は 完形の郭であるが、内外面とも摩減が激しく、調整等判然としない。14は 甑の把手部であ

る。胎土に径 3 mll程度の粒子を多量に含み、やや作 りが荒い。胴部とのあいだには粘土接合痕が残る。15

は須恵器轟の胴部片である。外面にはタタキ、内面には同心円文の当て具による調整が施されている。16

は3号竪穴住居竃より出土した郭身である。須恵器模倣の郭であり、時期は7世紀後葉～ 8世紀前葉と考

えられる。17。 18は 3号竪穴住居内土坑 (4号土坑)か ら出土した遺物である。17は郭である。外面には

ミガキを施す。18は小型の長胴奏であり、調整はタト面に板状工具によるナデ調整が施されている。

b.土 坑

5号土坑 (SC5)(第 12図 )

調査区ほぼ中央、 SA2と SA3と の間に位置する土坑である。プランは約1× lmの精円形で深さは

15cm程 度である。他の上坑 と違い、焼土を含まない。また北側の立ち上が りを一部、埋甕の掘方に切 ら

れる形となっている。

埋奏 (第 12図)SC5を 切って掘 り込まれている埋土中に口縁部、底部を欠いた胴部のみの奏が埋設さ

れている。埋奏の外側の埋土中には焼上が見られるが、内側の埋土中には見られない。おそらく住居内に

設置された埋甕炉と考えられるが、周辺を精査しても住居の痕跡は見られなかった。

6号土坑 (SC6)(第 13図 )

調査区中央の西端、 SA2の 北側を一部切る形で検出した土器焼成土坑である。プランは約1.1× 1.lm

の楕円形で深さは10～ 13cm程度と比較的浅い。埋土中は焼土を多量に含み、土器片が多 く出土 してい

る。

7号土坑 (SC7)(第 13図 )

調査区のほぼ中央、SAlの北側に位置する土坑である。プランは約1.2× ■2mの不整形な円形で深さ

は10～ 12cm程 度である。埋土表面に広い範囲で焼土が確認できるが、用途は不明である。しかし、この

土坑内から出土した土師器片がSA2内で出土した土師器と接合関係にあった (遺物Noll)こ とから、

SA2に伴う、住居外施設であったと考えられる。

〔遺物】

19は 5号土坑から出上した須恵器の郭蓋である。内外面とも摩減が激しく、調整等判然としない。20

は奏である。長胴轟の口縁部と底部を打ち欠き、住居内に設置され炉として使用されたと考えられる。

外面にはナデ、内面には板状工具によるナデが施されている。古墳時代における住居内埋奏は、今塩屋氏

によって「土器埋設炉」として分類・時期変遷が行われている。それによると、本遺跡の埋甕は、甕の形

態、掘り方、焼上の状況等からV― b類 に位置づけられると考えられ、時期は6世紀後半～ 7世紀前半と

なる。

-11-
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20

I層 :理斑埋土。褐色土。しまりあり。上位に焼上を含と。粘質土。

Ⅱ層 :理箋埋土。暗褐色土。しまりあり。粘賓土。

m層 :SC5理土。暗褐色土。しまりあり。砂質土。

Ⅳ層 :SC5埋土。贈褐色土。しまりあり。粘質と。

第 12図 5号土坑・埋甕実測図 (S=1/20)及び出土遺物 (S=1/3)

SC7SC6

I層 :褐色土。回くしまる。焼上をまばらに含む。粘質上。

1層 :黒褐色上。固くしまる。焼上、炭化物を含む。粘質土。 I層 :鶴色土。焼土を多量に含む。

Π層 :褐色土。しまりあり。焼土を微量に含む。

Ⅲ層 :暗褐色土。固くしまる。粘質土。

第 13図 6・ 7号土坑実測図 (S=1/30)

19

/     ｀

十セーノトナ
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21～ 26は 6号土坑から出上した遺物である。21は 甑である。外面は板状工具によるナデを施す。内面は

ナデを施し、指頭圧痕が残る。22は 甑の把手部である。胎上が21と類似するため、同一個体と思われる。

23～ 25は完形のイである。 3個 とも外面は板状工具によるナデを施し、内面底部に十年のヘラ印が施され

ている。23は外面底部にもヘラ印を施し、24は外面底部に木の葉痕が残る。時期は 3個 とも7世紀後葉～

8世紀前葉に比定される。26はTK48型式以降の須恵器の椀である。高台の付 く底部であり、調整は内・

外面ともナデを施す。時期は7世紀後葉～ 8世紀前葉に比定される。

6

第 14図 6号土坑出土遺物 (S=1/3)
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c。 その他の遺構

1号溝状遺構 (SEl)(第 3図 )

調査区西端に位置し、南北に走る溝状遺構である。検出状況からSA2を切って、SC6に切られる形

となっている。幅約40cm、 深さ約20cmで ある。遺物は土師器片が数点出土しているが、いずれも小片の

ため時期の特定に至る物はない。しかし、遺構の切り合い状況から6世紀前葉～7世紀後葉の幅に収まる

と考えられる。

ピット状遺構 (SH)(第 3図 )

調査区内で33基のピットを検出している。しかし、遺物はほとんど出土しておらず、埋土・規模ともに

ばらつきが多いため、同一時期の掘立柱建物と考えられる並びは確認できない。竪穴住居の柱穴にして

も、本調査区において、 3基の竪穴住居とも全面検出ができていないため、断定できない。

〔遺物】

27・ 28は SHl出土した遺物である。27は須恵器椀である。内外面とも回転ナデを施し、底面に糸きり

痕がみられる。28は 陶磁器椀である。内外面に釉を施す。

第 15図 ビット出土遺物 (S=1/3)
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第Ⅲ章 まとめ

本調査区では、73だ と限られた面積ながら、竪穴住居 3軒、土坑7基、ピット33基、溝状遺構1条及び

これらに伴う遺物を検出した。竪穴住居に関しては、3軒 とも全面検出には至らなかった。しかし、2軒

で住居に伴う遺物が出土し、2号竪穴住居は5世紀中葉～後葉、3号竪穴住居は7世紀後葉～8世紀前葉

にそれぞれ比定される。

土坑に関しては、 1・ 2・ 4・ 6・ 7号土坑で埋土中に焼土が確認でき、その中でも、 1・ 4・ 7号土

坑では、検出面において広い範囲で焼土がみられた。 1～ 3号土坑は2号竪穴住居に伴う住居内土坑であ

る。 4号土坑は、 3号竪穴住居に伴う住居内土坑である。 7号土坑は、単独で検出されているものの、埋

土中から出上した土器片が、 2号竪穴住居埋土中より出土した壺と接合関係にあったことから、 7号土坑

は、 2号竪穴住居と時期を同じくした住居外施設と考えられる。 5号土坑は、埋土中に須恵器片を含む単

独の上坑である。それを切って掘 り込まれている埋奏炉は先述 したとお り、住居内に設置されたと考えら

れる炉ではあるが、それに伴う住居の痕跡は確認できなかった。 6号土坑は、埋土中に焼土や粘土塊を含

み、熟により変形した不良の土師器片の出土があることから、土器焼成上坑と考えられる。時期は出上し

た土師器琢などから、 3号竪穴住居と近い時期の 7世紀後葉～ 8世紀前葉に比定される。宮崎市において

は、これまで土器焼成土坑は、西ノ原遺跡・蕨野遺跡で確認されてお り、今回が 3例 日となる。

大屋敷遺跡はこれまで弥生時代の追跡として周知されていたが、今回の調査では弥生時代の遺構は確認

されず、検出した竪穴住居、土坑の状況から、本遺跡は古墳時代と古代の様相が見られた。また33基検出

したピットの中には、高原スコリアを埋土に含むものや高原スコリア層上層より掘 り込まれているものも

確認できたため、中世期においても遺跡の存在が想定される。

本遺跡周辺で住居址は、石ノ迫第 2遺跡 (弥生時代中期～終末)、 間越遺跡 (古墳時代 5世紀後葉～ 7

世紀前葉)で確認されている。本遺跡における2号竪穴住居は間越遺跡の集落と同時期ないし先出するも

のと考えられ、生目古墳群の 7号前方後円墳の築造年代とも同時期となる。このことから、これらの遺跡

は、生目古墳群を造営 した人々の系譜の集落として考えることもできるが、周辺一帯で古墳時代前期の住

居址は検出されておらず、いまだ生目古墳群のすべての古墳の築造年代 とは完全な重複に至っていない。

しかし、今回の調査結果より、本遺跡を含むこの地域一帯が数世代にわたって居住域であったことがより

確かなものとなった。

今後、この地域は、古墳時代においては南九州の古墳時代を代表する墓域としての生目古墳群というだ

けでなく、古墳時代前期において、宮崎平野部を掌握 した首長を支えた集団の居住域という前方後円墳文

化のバックボーン的な視点に立ったアプローチが求められる。またそれ以外では、弥生時代～中世にかけ

て連綿と人々が住み続ける肥沃な土地であり、この地域一帯が住居址を中心とした複合遺跡であると捉え

ることが重要と考える。今後の調査に期待 したい。

【参考文献】

今塩屋毅行・松永幸寿 2002年 「日向における古墳時代中～後期の土師器―宮崎平野部を中心にして一」 (『古墳時代中・後期の上

師器』第 5回九州前方後円墳研究会発表要旨資料)

今塩屋毅行 2004年「南九州古墳時代の火処―「土器利用炉」に着目して一J(『福岡大学考古学論集―小田富士雄先生退職記念―』)
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表 1 遺物観察表

香

号
遺構名 種別 機種 部位

法量 (cm) 調整 色調

胎 土 備考

口径 胴径 底径 器 高 外面 内 面 外面 内面

1 SA2 土師器 重 完形 ナ デ ナデ・指お さえ にぶい黄橙色 にぶい責橙色 径 1ミ リ粒子含有 外面燥付着

SA2 土師器 高 杯 不 部 ヨヨナデ ヨヨナデ にぶい褐色 にぶい褐色 径 lミ リ粒子含有

3 SA2 土師器 高 郭 脚 都 ヨヨナデ ヨコナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径 1ミ リ粒子含有

4 SA2 土師器 高 郭 脚 都 ミガキ ナデ ナデ シボリ 橙色 橙色 径 1ミ リ粒子含有

5 SA2 土師器 甕
~底

部 ナデ 押圧刻み ナデ にぶい栓色 にぶい橙色 径1ミ リ粒子多量合有

SA2 土師器 一霊 底 部 橙 色 にぶい橙色 径 3ミ リ粒子含有

7 土師器 高邪 完形 142 チ デ チ デ にぶい黄橙色 にぶい橙色 径 4ミ リ粒子含有

土師器 高郭 杯部 184 指おさえ にぶい橙色 橙色 径 1ミ リ粒子含有

土師器 高郭 脚 部 176 ナ デ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径 3ミ リ粒子含有

SC2 土師器 巽
口縁～

胴部
241 ケヽ・ナデ ナ デ にぶい褐色 黄橙色 径 2ミ リ粒子含有 外面煤付着

11 SC3 土師器 霊 胴～底部 145 ハケ後ナデ ナデ 指おさえ にぶい黄栓色 にぶい橙色 精 良
SC7出 土遺物 と

接合関係

SA3 土師器 葵 口縁部 ナ デ ナ デ 灰褐色 灰褐色 径 2ミ リ粒子含有

SA3 土師器 不 完形 40 浅黄橙色 橙 色 径 5ミ リ粒子含有

SA3 土師器 甑 把手部 ケズリ・ナデ 浅黄橙色 にぶい橙色 径 3ミ リ粒子含有

SA3 須恵器 甕 胴部 タタキ 同心円文当て具 灰黄色 黄灰色 径 2ミ リ粒子含有

SA3 土師器 不 完形 51 ヨヨナデ ナ デ 橙 色 橙色 径 1ミ リ粒子含有

SC4 土師器 杯 底部久損 ミガキ ミガキ 浅黄栓色 浅黄橙色 径 1ミ リ粒子含有

SC4 土師器 甕
日縁～

月同著Б
165 工具ナデ ナ デ にぶい橙色 にぶい橙色 径 3ミ リ粒子含有 外面一部黒斑

SC5 須恵器 イ蓋 胴部 褐灰色 褐灰色

SC5 土師器 甕 胴部 180 ナ デ 工具ナデ 指おさえ にぶい橙色 暗褐色 径 4ミ リ粒子多量含有 内 外面煤付着

SC6 土師器 甑 口縁部 工具ナデ ナデ・指おさえ 浅黄橙色 にぶい橙色 径 1ミ リ粒子含有

SC6 土師器 甑 把手部 ケズリ ナデ 黄橙色 径 2ミ リ粒子合有

SC6 土師器 郷 完形 工具ナデ ナ デ にぶい橙色 にぶい橙色 径 lミ リ粒子含有 内・外面にヘラ印

SC6 土師器 郭 完形 工具ナデ ナ デ 黄橙色 黄栓色 径 2ミ リ粒子含有
内面にヘラ印

外面に木葉痕

土師器 邪 完 形 ■7 工具ナデ ナ デ にぶい橙色 にぶい橙色 径 1ミ リ粒子含有 内面にヘラ印

SC6 須恵器 椀 底 部 ナ デ ナ デ 黄灰色 黄灰色 径 1ミ リ粒子微量含有

″ S■1 須恵器 椀 底部 回転ナデ 糸切 り底 回転 ナデ 褐灰色 褐灰色 径 1ミ リ粒子含有

SHl 陶磁器 椀 日縁部 154 灰 オ リーブ 灰 オ リープ 施釉
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il    l≫
図版 1 遺構検出状況

図版 3 2号 竪穴住居遺物出土状況

図版 2 7号 土坑検出状況

図版 4 1号 土坑遺物出土状況

図版 6 埋甕半裁状況
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図版 7 6号 土坑遺物出土状況 1 図版 8 6号 土坑遺物出土状況 2

図版 9 1号 竪穴住居完堀状況 図版10 3号竪穴住居寵完堀状況

図版11 調査区全体完堀状況 1 図版12 調査区全体完堀状況 2
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図版13 2号竪穴住居出土土器 (第 7図 1) 図版14 2号竪穴住居出土土器 (第 7図 2)

図版15 2号竪穴住居出土土器 (第 7図 3)

図版17 1号土坑出土土器 (第 8図 7) 図版18 2号土坑出土土器 (第 8図 10)

図版16 2号竪穴住居出土土器 (第 7図 6)

図版19 3号土坑出土上器 (第 8図 11)
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図版20 3号竪穴住居出土土器 (第 11図 13)



図版21 4号土坑出土土器 (第 11図 17)

図版23 埋甕 (第 12図 20)

図版25 6号土坑出土土器 (第 14図 23)

図版22 4号土坑出土土器 (第 11図 18)

図版24 6号土坑出土土器 (第 14図 21)

図版26 6号土坑出土土器 (第 14図 25)

図版27 6号上坑出土土器(左から第14図 23・ 24・ 25)
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図版28 6号土坑出土土器 (第 14図 26)
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